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叫
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械
製
に
し
て
憶
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葉
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縛
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猷
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叫
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械
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献
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献
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鉱
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磁
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蛇
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菅
ラ

ζ
A
ι
・
"
ぜ
皐
ラ
書
H
V
L
"‘
，
だ
宮
管
ヲ
こ
ん
に
ら

t

ん
e
ゐ
民
主
ら
い

&
f
f
'
'

往
し
、
今
日
世
限
導
師
の
行
に
往
し
、
今
日
世
英
議
勝
の
道
に
住
し
、
今
日
天
窓
如
来
の
徳
を
行

t
z

二
ら
』

p
w
'拘
置
企
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t
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陪
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p
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去
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平
素t
異
な
る
戚
紳
光
々
と
、

島
島
先

a
L

島
市f
t
A
&
'
t
t
a
q
L
-
f
e

ん
ゐ
草

A
a
h
T

ん
且

h
v
=

・
・
・9

現
は
れ
給
ひ
し
に
や
、
」
と
縛
隼
に
問
上
る
に
、
韓
寧
は
阿
難
を
稽
め
て
「
投
ぢ
は
能
〈
も
我
が
心
を

L
z
g
q
L

和

ζ

・
』
ん
ぷA
P
L
4
h
p

阻
ん
ぷ
つ
み
だ
量
い
管
皐

A
，
.
，a
，

H
ん
一
民
主

知
h

ソ
得
花h
リ
、
貨
に
然
b

」
と
、
是
れ
今
錦
縛
迦
.
か
、
本
備
の
粥
陀
を
三
味
定
中
に
念
じ
給
ふ
な
h
'

〈
肺
‘
，
Z

ん
げ
唱
え
い
げ
ん
ご
と
ぽ
‘
，

e
s
M
V
L
K

ぷ
つ
こ
と
と

&
f
u
・

'
a
'
f
h
H
'
t
&

盆

L
S

婚
も
目
覚
が
満
月
に
映
現
せ
し
が
如
し
十
方
三
世
一
切
諸
錦
、
悉
〈
無
量
光
の
名
を
椛
へ
て
番
喋
せ

は
も
L
主
認
申
ζ
&
J
t

、
み
な
と
苦
み
僧
同
み
こ
ん
ぷ

n
J
L串
f

そ
ん
い
4
f
ん
草
色

g
Z
H

ん

ぎ
る
は
な
し
。
十
方
諸
鋤
悉
〈
襲
名
を
稽
へτ
嫡
陀
を
念
子
。
今
綿
棒
隼
罵
ぞ
名
を
稀
へ
念
品
r
ぎ

ち
ん
や
。
w
m刊
を
鋭
守
る
が
献
に
、

w
w叩
も
総
じ
て
幻
艇
に
般
加
す
。
政
に
総
伊
一
は
ぷ
艇
の

W
Wに

H
H
U

命
令
晶r
h
v
L中
島
車

L
S

暗

L
A

て
、
帰
陀
は
浮
界
の
縛
迦
に
在
ま
す
.
仰
い
で
信
守
ぺ
し
・

-
O
九



一
一
O

化
用

L
申
ι
F
L
'
q
e
a
A
P
仰
い
だ
い
r
k
，
ぷ
喧
て
ん
，
a
，
ほ
っ
昨
け
ご
化
&
‘
，
争
串
‘
，
L
B
v
f
之
ゐ
詑
ニ
・
、
9
r
ん
日

〈2
q
)将
迦
出
世
の
本
懐
。
大
乗
の
備
品
の
中
、
法
華
華
股
等
の
経
は
、
糟
拾
が
大
哲
人
と
し
て
、
自

主
晶
い
宰
う
ち
う
W
M
V
庁
ん
&
伊
‘
室
。
，

I

円
M
Vぽ

-
e
n
y
a
-
-
，
.
Z
M
V
'
E
宅
，
寺
申
告
偽
札
乞
た

己
冥
想
中
の
経
験
を
設
で
、
諸
の
大
菩
薩
等
を
し
て
、
三
味
理
想

ω
境
じ
遊
ば
し
め
ん
が
矯
め
な

し
か
L
‘
，
w
‘
，
v
，

.. ヲ
け
と
ん
ふ
げ
、
，
，
-
-
'
F
軒
ん
あ
ら
d
v

る

f
z
f

酌
h
、
ゐ
晶
だ
ぷ
n
v

h
y

。
然
れ
ど
も
宗
教
の
意
義
を
以
て
は
、
華
段
に
普
賢
行
願
の
所
有
功
徳
を
卸
ら
しτ
、
阿
輔
陀
協

A
a
m
A
ι
f

晶E
q
b
-
r
'
'

胞
が

ぞ
見
て
、
安
矯
剥
に
往
生
せ
ん
こ
t

を
願
は
し
む
。

行
崎
ゃ
う
C
A
市
寺
串
ラ
L
'
f
を
ん
ま
A
7
包

w
h
h
r
L
'
w
.
，
ι
F
L
A
舟
ん
E
f
a
m
'・

6
L
ん
民
a
h
B
q
h
g
a
，
串
‘
，
C
A
V
じ
主
ら
い

無
量
審
経
は
稗
君
が
金
〈
大
宗
教
家
の
異
面
目
を
現
は
し
、
自
身
は
人
備
に
し
て
無
量
議
如
来
の

晶
r
品
e
h
-
h
a申
令
書H
V
&
ん
だ
い
L
主
ぷ
A
Y
f
H
'
h
-
‘
，
h
主
、
在
&
ζ

畠
軍

H
V
L
み
だ
H
H
h
v
r
守
、
‘

威
紳
光
明
最
章
第
一
に
し
て
、
諸
仰
の
光
明
の
及
ぶ
こt
能
は
ぎ
る
所
、
乃
至
抑
陀
は
大
諮
悲
の
父

キ
L
-
e
い
ぜ
い
げ
A
t
h
v
L
-
v
L
A
F
G
，
‘
，
a
&
ご
&
-
w
@
ぷ
官
骨
た
丞
島
だ
か
口
惜
だ
ゃ

な
h
y
'
c敬
へ
τ

、
ご
切
翠
賢
乃
至
一
切
衆
生
を
、
悉
〈
此
一
一
備
に
蹄
せ
し
め
給
μ
し
は
、
恰
も
猶
太

t
A
-
-
L
S

‘

h
v唱
苫
会

ζ
ん
‘
青
島
v
'
L
‘
，
w
a
，
曲
F
L
串
h
F

の
キ
タ
ス
ト
が
天
に
在
ま
す
父
に
新
ら
し
め
し
が
如
〈
な
b

き
。
今
経
に
は
宗
救
家
と
し
て
の
稗
迦

峰
ん
ぷ
4
み
だ
智
い

U

，
‘
目
v
h
a
'
-
-
-
・
8
.
d
v
h
F
L

陪
E
a
，
‘
，
.
』
‘
，
a
司
い
こ
申
且
h
v
t
a
V
A
V
ι

色

本
傭
捕
陀
の
犬
慈
悲
を
以
て
殺
意t
し
、
三
界
の
衆
生
を
幹
哀
し
て
此
世
に
出
ま
し
、
先
〈
道
教
を

岨V
S
F
A
‘
，
T
f

昭
弔
舎

k
ζ
Z
晶
#
h
L
A

巴

-
y
，
占
づ
S

」P
L
o
-
-
、2

曲
E
h
F
H
b
a
v

聞
き
て
群
萌
を
控
は
ん
と
欲
L

、
鶴
す
る
慮
は
掠
陀
の
異
賞
の
利'
e
aて
、
一
切
衆
生
を
大
諮
悲
の

一一
一、



制M税
一
い
蹴
船
し
、
制
撤
蹴
の
溜

μ』
伽
柵
隙
の
戴
ド
に
、
即
応
せ
し
め
ん

t
の
獣
、
お
に
併
な
ら
令
。
一
切
総

M
m
r
m
恥
似
日
り
m
m
r
b
・

M
m創
刊
だ
和
泊

m叫
ん
慌
口
一
郎
め
ら
れ
て
伊
佐
す
る
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
〉
術
館
蹴
献
し
搬

し
・
規
制
m
m町
一
封
勝
r
mて
一
慨
を
蹴
m
mす
、
.
附
れ
郡
和
町
蹴
慌
の
杭
即
時

V
h
y
。

L
幅
q
e
a
A
F相
u
v
h
h
v
E

品
ι
F
f
-
n
A

炉
供
・
車

a
A
h
v
a
'
h
v
L

肋
E

申
'
E
'
L
P

事
，
，
.

{
ロ
)
出
世
本
懐ω
ニ
。
霊
の
人
格
此
世
に
出
で
給
ひ
し
本
意
は
、
一
切
衆
生
の
偽
住
を
聞
き
、
煩

'
h
u
v
f
H
-
a
'

・
草
花
晶
隠
ワ
リ

L
主

s
q
E
a
ら
い
奮
い
ロ
い
ん
拍
ん
‘
喧
申
轟
孟

備
を
震
化
し
て
雲
き
人
t

錦
さ
ん
が
錦
に
て
、
法
華
は
諸
働
如
来
の
一
大
事
因
縁
を
以
て
の
故
に
世

に
郎
部
で
一
品
川
智
郎
総

t
は
殿
山
町
が
艇
が
刈
取
を
時
叫
が

ι
て
、
m
m
v日お
じ
管
足
せ
し
む
る
に
あ

h
y

L

平
う
ひ
ら
て
つ
じ
ん
て
き
ち
え
も
つ
ご
に
品
、
.
、
必
寺
4

・'
L
'

け
e
t
a
-

彼
は
梯
性
を
聞
く
に
哲
人
的
に
智
慧
を
以
て
悟
入
せ
し
め
今
経
は
宗
敬
的
に
大
慈
愛
を
以
て
霊
き
子

を
割
引
い
ゆ
で

m
m
p
m
m

き
し
む
。
お
じ
丸
山
川
剰
僻
艇
の
桜
町
の
町
山
町
は
、
品
川
却

m
p
A
が
桃
山
町
?
ふ
ヂ
を
し

τ

a
・
・
・
ご
&
竃
守
食
む
帯
争
ぷ

q
-
e
M
V
L
'
g
a
T
'
L
q

ラ
ぷ
q
L
'
A
'
L‘
，E
h
甲
，ζ
&
ご
&
晶
い
ぜ

h
F
p
h
v
'

究
の
如
き
金
き
成
備
を
な
さ
し
む
る
に
あ
b

。
一
切
衆
生
悉
有
働
位
、
衆
生
悉
〈
霊
性
を
具
有
し

-
e
a
F

陣
臨
ん2
3
h
F
S
S
，

A
f
s
u
v

島
融
F

臥
r
z
'
k
a
E
ご
&
・
』
晶
予
耳
、
ふ
か
あ
晶
、

M
Rら
、
煩
備
の
殻
中
に
伏
在
す
、
恰
も
婦
の
卵
の
却
し
。
之
を
鎮
め
て
帰
化
す
る
に
非
g
れ
ば
働

L
A
a
司
s
g
h
u
v

ぜ
』F
ι
F・F伊
ゐ

S
F
だ
旭
町
ん
申
'
u
F
L

・
6

ゐ

b
d
v亀‘
.
U

食
品
ぷ

A
Y
L
'
事

心
顕
れ
4
2
.霊
位
開
顕
せ
F

る
聞
は
煩
備
我
が
主
人'
c
な
b
τ

我
債
を
働
〈
。
偽
性
を
開
接
す
る
は

慨
へ
ば
山
町
駅
前
仁

τ
m
m
鰍
を
肘
践
す
お
い
加

c
、
山
恥
似
r
M加
心
的
て
隊
総
す
る
は

W
貯
の
却mm
m山一
般
h
v
m
動
恥

一
一
一



-
一
二

発
電
阻
ん
a
，
‘
ぷ
m
Y
L

禽
傘
な
.
，

b

晶
H
F喧
u
v
a
s
-

喧
耳

せ
ら
る
冶
に
あ

b
o

唯
念
備
の
み
有
。
τ

錦
子
の
卵
は
解
化
せ
ら
る
・
露
佳
が
綴
は
れ
る
時
に
凶
風
情

t
，
L
9
色
、
.
晶
r
'
S

』v
h
f
・-
A
'
'

お

&
ι
r
A
h
v
竃
，
ん
L
q
h
u
v
f
L
P
3
，
s
f
ζ
・
-
a
q
h
ゐ
L

冊
E
-
'

は
実
質
智
雄
贋
じ
、
従
来
悪
用
し
描

m
bし
食
艇
も
今
は
善
質
に
霊
化
し
.
強
欲
の
心
も
鍵
じ
て
裁
生
を

h
'
且
f
a
'
t
目
=
島
f

』
L
，
，
、
ふ
ん
a
a
ん
岬
，
・

M
唱
曲
a
『
品
，
、
"

劇
り
た
い
t

云
ふ
蕃
き
欲
望
t

錦
b

、
自
己
の
惑
を
町
賀
す
る
奮
怒
と
な
争
、
煩
備
の
溢
色
濃
化
す

a
-
a

帽
量

e
L
u
v
-
a
e

る
時
は
甘
き
干
柿
ω
賓
と
鋳
る
@

い
か
，
、
か
A
7
e
，
L
'
f
t
A
L
-
-
d
v
h
v
q
，
.
，
E
-
，
a
q

申
申
告
守
篭
臨
ご
常
山

F
a
た
‘

ハ
川
)
鐙
格
の
活
動
.
蒋
憶
が
一
生
涯
を
通
じτ
、
入
相
成
備
の
化
用
、
郎
ち
御
一
一
代
の
働
き
は
、

降
雪

-
e
u
r
円
必
・
・
ゐ
恥
い
ぜ
い
'
晶
島
f
e
'
N
，
、
相
官
且
岨
V
&
巴
且
g
q
ぜ
い
f
n
A
V

唯
一
切
の
人
類
の
震
性
を
開
き
、
惑
を
蕃
化
し
震
き
人
と
し
て
如
貨
の
生
活
に
入
ら
し
む
る
に
あ

b

s
'
'
'

刷
竃
恒
晶
Z

由
主
量
H
F
S
B
A
V

奇
L
句

a
e
ミ
営

'
e
ゐ
ぷ
‘
a
'
t
'
n
d
F
F
a
a
主
，
‘
&

し
な
b

。
経
に
『
.
今
我
此
世
に
於
て
作
備
し
て
敬
を
施
し
遣
を
宣
布
し
諸
の
疑
を
解
き
、
迷
の
本

を
ず
き
総
和
町

m川
駅
ザ
山
仰
ぎ
、
日
川
自
の
掛
町
蹴
を
艇
は
し

τ
m
A
M
民
の
都
を
町
民
し
、
山
山
政
に
桜
ふ
る
の
を
し

て
料
滋
市
町
山
知
蹴

v
h
Aるの
訟
を
山
内
的
知
吋
し
む
」
と
。
同
日
に
薦
出
九
に
齢
的

Tが
m
m
b
て
配
が
蹴
い
邸
周
れ
.
ば

b
ゆ
c
'
'

島
A
L
A
E
=
v
，
a
v
-
-
a

暗
'
孟

U
F
U
a
-
h

』F
'
e
・

成
生
は
安
心
し
て
自
己
の
業
を
鵬
む
ぺ
し
。
錦
陀
の
日
が
世
に
出
で
〉
、
す
ぺ
て
の
心
霊
を
安
ん
品
店

し
む
。
総
鉱
山
砧
一
縦

b
m
E鰍のr
m
Tに載
る
鋭
、
位
協
V
取
b
て
船
岡
〈
ま
で
載
臨
し
て

m
mみ
総
ふ
こ
と

邸
玄b
き
・
都
艇
の
総
町
飢
い
郎
副
知
胤
修
一
郎
山

M
U隙
明
統
的
取
が
織
に
艦
艇
な
さ
れ
し
こ
と
に
餅
傑
詑

b



h
u
r
t
-
-志
M
v
h
F
A
Y
N
悼6
申

h
h
v
'
a
，
ぷ
ゐ
免
&
に

e

完
い
ぜ
い

ι
F
q
M

怒
ら
む

f

亀
』F

圭
し
骨
量
い
串

'
B
ん
主
・
?

?
-
〉
鍍
的
生
活
。
初
に
霊
の
養
分
。
例
へ
ば
肉
腫
の
生
活
に
は
必
宇
肉
鐙
を
組
織
す
る
替
養
分
を
婆

士
と

h
H
v
t，
e
v
舟
い
か

Z

え
a
?

』F
J愉
民

f

た
A
V

仲
ん
ぜ
ん
は
た

6
L
R
V

つ
え
い
や

a，

す
る
如
〈
、
霊
的
生
命
に
ち
糧
を
妥
す
ぺ
し
。
日
〈
肉
偉
を
健
全
に
し
て
働
〈
に
は
随
て
替
養
に

L

之
f
s
q

ぜ
っ
L

抽
士
と
品
川

v
q
v
f
H
C

と
串
ラ
ぷ
ん
か

t
h
r

富
め
る
食
物
を
掻
取
す
る
が
如
〈
、
霊
の
生
活
に
は
殊
に
養
分
の
糧
の
敏
〈
ぺ
か
ら
F

る
も
の
あ
ち

船
口
、

ほ
と
J
ち
轟
む
げ
主

a
e司
ぜ
q
t
'
P

ん
%
か
ら
‘
ワ
孟
巴
臨

h
-
，

a
c
E

偽
陀
は
智
慧
無
磯
に
し
て
能
〈
遁
組
す
る
こ
と
無
し
、
一
設
の
力
を
以
て
能
〈
薄
命
を
住
め
し
む

る
こ
t
館
百
点
川
郡
伊
訟
鰍
訟
に
し
て
、
知
也
記
一
助
に
配
ぎ
た
り
。
猷
船
艇
較
し
て
以
て

m弘
一
蹴
せ
子
、

L
L

寺

L
e
h
A
f

軒
a
，

W
ん
・
』
主
宰
主
惜
ゑ
ん
い
か
に
且
ら
い
智
内

w
aヲ
ゑ
，
、
%
よ
，
骨
阻
ま

委
色
不
鐙
に
し
て
光
顔
異
る
こ
と
無
し
?
斯
以
は
何
ん
。
如
来
は
定
慈
究
暢
し
て
極
b

な
し
、

事

M
V
E

品
衛
』

v
z
s
h
r

・
A

一
切
の
法
に
於
て
自
在
を
待
た
b
.

・

慰
の
訟
釘
と
は
一
郎
の
坑
口
て
訟
の
叡
併
を

m
m杭
す
。
烏
鷺
針
'
cは
杭
即
時
一

r
rの
訟
慌
に
て
、
ア

ι
主

J
A
v
b
・
-
f

ぷ
ワ

L
K

ぷ
q
a

噌

h
u
h
v
L
且

E

ゆ
免
‘
.

ミ
咽
J

ト
は
是
れ
諸
備
の
食
物
に
て
諸
備
は
ア
ミ
9
L
V

に
依
て
無
量
ゆ
寄
を
保
つ
。
キ
帽

J

ス
ト
が
「
人

u
r

‘

@
a

・
6

せ
』F
L
・
-
L
A
h
h
r
ι
F
t
h
v
h

曹

E
-
L
F

い
U

宮
山V
E
主
曹

は
.
ρン
の
み
に
て
生
〈
る
物
に
非
歩
、
要
書
は
心
霊
の
糧
な-
O
L
t
・
彼
己
に
爾
b

、
況
ん
や
大
乗

"
島
市w
'
h
a
v
t
A
h
H

』v
-
L
t
p
t

、
‘
括
払

F
U
V
4
F
Aぜ
ん

z
-
E
A
b
f

色F
f

也

の
錦
敢
に
於
て
、
何
ぞ
霊
を
養
ふ
の
糧
を
奥
へ
ま
ら
ん
。
五
戒
を
完
金
に
守b
τ
人
格
の
接
を
貸
さ

一
一一一一



一
一
四

巳
晶
曹

h
v喝
u
r

免
-
L
'
H
F
'
u
-
H

』F
h
F
f
思

L
，
，
-
A
e

』F
'
h
v

亀
‘
曲
眉
」

F
植
田
歯
車
』
V
L
ゐ
t
，
h

』F
酔
，
、

ば
U
A聞
の
生
命
を
保
つ
。
異
丞
無
震
の
霊
接
を
第
き
ば
聾
聞
の
生
命
を
保
つ
.
大
菩
提
心
的
の
霊
核

Z
A
Y
L
L
-
f
-

竜
ん
み
鷲
免
』

r
b
』v
h
H
V
&
f
h
H
h
F
-
v
a
，
，
e
'

を
生
命
t

す
れ
ば
異
の
錦
子
と
な
る
な
b

。
部
尊
は
掃
陀
の
大
霊
t

連
絡
せ
る
震
を
常
値
に
寧
到
し

陣
'
晶
b
'
拘
'
t
'
b
包
民
f
e
u
u
，
h
v
b
E

止
』v
，
申
む
量
き
&

っ
、
あ
b

。
妙
味
念
々
に
養
は
れ
、
肉
の
生
命
が
糧
と
彰
気
t

に
養
は
る
〉
如
〈
に
、
ア
ミ
ヲ
ト
を

か
t
量
帽
色
町
宮
‘
，
h
'
・
8
b
L
，
事
&
L
'
f

聖
ん
巴
皐

E

ち
免

a
H
h

向
島

B
，

震
の
糧
t

す
。
其
味
微
妙
不
可
思
議
な
h
y
e濁h
v
樟
掌
が
自
味
自
知
し
給
ふ
の
み
、
動
等
t
τ

も
働

問
同
市
川
版
印
ゆ
る
創
出
恥
三
艇
に
よ

b
、
鉱U引
のm
mに
齢
的
骨
舷
艇
の
山
町
駅
、
殿
下
な
き
を
取
す
@
暁

L
U
W
ぺ
し

同v
，
h
，
、
h
A
Y
L
'
f

を
晶

ι
F
t
・
，
q
E
A
7
L
A
阜
商
事
骨
L
t
t

垂
直

F
a
L

孟
-
-
A
e
E
臨

次
に
霊
の
生
活
。
標
章
は
ア
ミ
'
t
F
の
糧
b
E以
て
、
法
身
慈
命
を
養
以
給
ふ
が
故
に
、
諸
根
郎
ち

蹴
F
邸
前
を
抑
制
め
、
取
恥
脇
村
の

b
m
wは慨
一
按
に
貯
さ

e
i・
配
疋
れ
w
m
m
の
態
が
跡
的
能
川
り
鰐
併
を
艇
が
れ

ば
な
り
。
密
封
ポ
航
鋭
郎
総

m提
の
隊
が
引
が
、
郡
山

h
m抗
日Qれ
ば
鋭
郎
な
L
9
・
日
飢
鯨
お

M
mは
的
関
針
よ
ら
棋

を
必
ず
。
能
斜
配
W
M陥
を
繋u能
回
蜘
と
し
て
震
の
震
に
r
た
き
る
お
に
、Mm抗r
b税

る
T
m
w
な
る
叫
敗
訴
に
も
総
説

V
で
が
川
和
能
川

h
も
艇
が
さ
れ
?
・
総
る
に
脱
し

τ
必
ー
は
航
船
よ

b
m
m

-
Z

曙
'
向

-
h
ι
F
d
電
量
u
r
L
'
N
a
'
b
a

司
畠
且V
Z

畠
ζ
'
a

司
畠
'
h
F
骨
骨
・
.
，
h
e

を
轟
轟

'
ι
F
t
t
，

る
設
審
議
庇
の
風
に
、
内
心
が
煽
が
れ
て
、
或
は
喜
び
、
或
は
怒b
、
或
は
怖
れ
或
は
悲
ι

む
。
劃

-
-
v
L
A
E
'
且
'
b

た
・
・
・
・
ι
F
'
N
S
'
事
な
九
竃
包
・
・
'
量
定
a

帽
を

t
E
L
'
晶
、
b
b
-

内
心
の
動
揺
は
、
忽
ち
に
戚
情
t
a
m
b血
眼
と
な
き
、
又
は
青
ま
め
亦L
τ
種
々
に
委
色
を
援
態
す



』V
E
-
-也
唖
"
u
q
'
u
r

・
』
品d
F，

3
a
h

』F

・
.
‘
，b
ゐ

b
d
r
τラ

L
a
v
fを
品

L
'
是

是
は
内
的
賞
質
に
於
て
、
金
剛
の
如
き
霊
を
中
心
と
せ
ぎ
れ
ば
なb
。
我
朝
の
糟
隼
た
る
宗
姐
は
、

'
A
‘
.
A
普
い
L
a
v
u
f
d
F
M
V
晶
む
・
&
ゆ
い
ぜ
ん

ζ
f
@

ぞ
む
串
，
且

'
U
巴

'
f
た
い
ぜ
ん
'
主
、
.
&

山
門
大
衆
の
迫
害
に
渇
ふ
も
、
無
期
徒
刑
の
宣
告
に
臨
み
て
も
、
従
容
自
若
泰
然

t

し
て
山
の
如
{

，
と
提
念
品
幽

E
A
-
-

、

s
-
-
q
b
e
-
-

‘
.
る
、
主
主

M
v
h
p
h
u
F

動
か
さ
れ
給
は
g
b

し
は
、
捕
陀
の
雲
意
を
以
て
襲
意t
L

給
以
し
に
依
る
。
言
以
一
換
ふ
れ
ば
霊
を

‘

A
Y
g
q
L
q

草
色
司
ま

以
て
賞
質
t

成
し
蛤
ひ
し
な
h
y
.

L
-
，
、
を
ん
L
m
v
A
ζ
f
z
h

岬
ん
也
傘

L
亀
岬

'
u
t

車

a
'・

L

げ
定
一
一'
t
'
b
h

司f
&
ん
曲
。
曲
E
ラ
富
ま
た
‘

S
F

、

割
仲
君
が
合
街
岡
抵
園
寺
に
在
し
τ
敬
必
し
給
ふ
折
、
六
師
外
道
等
が
稗
隼
の
化
導
を
妨
げ
諾
の

鰍
都
の
献
が
以
を
鋲
た
ん

t
し
て
坑
駅P
Vに
掠
る
。
似
対
叡
鉱
山
町
民

Mん
を
蹴
す
し
郡
山

h
mみ
な
b

e

を
ん
ぜ
っ
ぽ
'
車
い
曲
尾
』

V
L
申

b

晶
‘
と

h
v
h
'
'
z
u
h
v
h
J
V

吋
ζ
b
H
W

に
ん
L
ん

世
隼
説
法
の
曾
に
入
h
y

、
百
千
の
大
衆
を
別
け
.
て
御
許
仁
到
与
、
卸
ち
言
は
〈
、
我
聾
よ
、
我
妊
娠

h
v
L
w
q・
句
か
草
ん

E

ぶ
ん
か

t
F
ι
F
h
'
A

づ

h
6
s
h
r
4
f

ん
・
申
ゐ

Z

し
て
臨
月
近
づ
り
b

、
何
ぞ
自
分
の
家
庭
を
省
み5
る
、
白
か
ら
修
ま
ら
守
し
て
濡
ヂ
裁
を
欺
む
〈

M
r

・
-
の
亀M
v
h

常
H
V
L曲
者
晶
阻
ん
た

h
k

寺
守
モ
ん

L

ょ
，
主
'

ぞ
と
云
ふ
。
此
踏
を
見
た
る
大
衆
は
奇
異
の
念
に
耐
ぎ
ち
し
な
ら
ん
。
時
に
世
骨
骨
は
従
容

t

し
て
、

む
L
'
・
e
h
ゐ
f
h
ヲ
げ
ん
い
よ
f
t

う
る
肱

ι
F
H
L
q
k

主
主
ゐ
え
〈
ん
と
た
主
主
き

t

ん
免
』

V
L
串
f
L
'
'

委
色
不
麓
光
顔
捕
麗
し
〈
、
彼
を
叱
略
せ
今
、
叉
敢
て
掛
川
護
も
し
給
は
今
。
時
に
天
の
帝
韓
正

富
品
ご
軍
こ
、
ろ
も
つ
伺

'
A

な
曽
た
か
申
智
且

-
B
f‘
，

M
V

は
‘
，

A
Y祉
を
か
曹

法
議
持
の
心
を
以
て
鼠
t

峰
崎
ム
リ
燕
り
て
彼
女
の
腹
中
に
入
b

、
鉢
孟
を
繋
げ
る
絡
を
噛
み
切
り
り
る

屯
民
'
定
包
曾v
z
s
h
a

曲E
M
V
L申

E
，
ぷ
ん
げ
き
伊
鷲
'
ら
か
ん

s
f
B

ほ
h
v
n
L

ぜ
.
民
需
品fh
'

仁
、
鉢
孟
忽
ち
地
に
落
ち
泊
。
大
衆
一
同
奮
激
し
て
外
道
等
が
好
策
を
大
に
思
し
れ
ど
.
世
等
の
光

一
一
五



一

一占
，、

蹴
は
裁P・
こE
C
m
鳴
き
に
、
川
作
滋
鱗
ぽ
ら
脈
ぼ
・
一
に
時
間
へ
守
し
て
鰐
耐
障
を
訟

p
b
e総
山
明
日
八
ゐ
般
の
航
船
は

欝
M
m
m
u
v
.
E

よ
h
v鱗
を
叫bvる
こ
ι
日
鳴
き
が
鋭
〈
、
日
州
日
明
な
る
副
知
部
げ
い
も
裁
飴
を
船
田
へ
ぎ
る
な

L
9・

.
畠
・
・&e

岨E
M
rぽ
色
主
'
h
守
晶

'
E
や
せ
先
』
F
b

也
、
@
炉
曹
を

h
a
'
-
-

ヲ
い

q
u
L
-
'
e
-

，
‘
品

叉
或
時
提
婆
嗣
遣
が
、
阿
間
世
太
子
を
捜
し
て
世
隼
を
謀
殺
せ
ん
と
し
、
矯

b

鰭
じ
て
城
内
に
入
広

ι

そ
齢
に
援
に
蹴
し
竹
Aれ
ん
t
す
e
m
m
鵬
に
装
倣
終
乙
し
て
加
す
叡
み
、
瓜
よ

b
m
M
T
撚
つ

ロ
帯
ぜ
也
暗
』F
L

是
咽
E
V

ん
み

ι
F
u
v
L
A
g
ん
智
.
菅
是

'
N

，
ぇ

h
w
f
s
a

時
に
阿
闘
世
太
子
、
其
慈
顔
を
晦
て
改
心
漸
悔
し
て
、
世
掌
に
蹄
依
せ
b
t

。
掛
〈
の
知
〈
、
い
か

争
.
，

e
'
L
L
a
T
f
h
H
'
V
A

ご
ゐ
包

'
a
，
H
い
み
た
￡
え
，

.. @
w
，
極
ゐ
』

V

な
る
境
遇
に
も
姿
色
先
頭
異
る
こ
と
な
き
は
べ
内
霊
に
充
ち
給
へ
ば
な
り
、
要
す
る
に
此
趨
の
本
意

は
、
加
山
離
日
叫
ら
織
を
一
杭
し
セ
、
齢
別
艇
を
鰍
古

y
る
裁
を
し
て
、
w
m
m
m
m

一
部
隊
V
慰
似
せ
ら
れ
τ
、
問
翫
き

E
ん
ι
F
f
n
h
v
e
』v
a
-
-
s

人
格
を
形
成
す
る
慮
に
あb
e

民
い
じ

'
ι
申
，
ほ
品
す
で
み
嘗
悔
い

ι
F
t
h
u
r
t
-
U
A

也F
f

ぜ
い
碍
M
F

圃
柚
e
A

，
主
管
』

v
f
b
q

思

ハ
ホ
〉
霊
の
修
養
法
。
巳
に
掃
陀
の
霊
を
糧
と
し
て
、
霊
的
人
格
の
生
命
智
保
存
し
、
盤
き
生
活
-
e
a
崎

申
も
』

F

是
申
晶
h
F

晶F
t

』v
-
F

晶
、q
L
岨m
h
v

晶
申
告

さ

aし
む
る
こ
と
は
ほ

Y

演
ぺ
た
h

・
然
ら
・
ば
其
霊
の
糧
を
知
何
に
し
て
掻
取
す
ぺ
き
ゃ
と
云
に
付

曹

&
F，

H
V凶
植
民
主

S
H
V

官
事
，
晶
・
誌
a
a
M
r

慮
ふ
匂

u
r
g
S
F
t

こ
晶
ぜ
ん
宮
島
宇
，

.
w

邑

て
、
経
に
臼
〈
「
如
来
は
定
慧
極
b

な
し
、
一
切
の
法
に
於
て
自
在
を
得
た
b

」
之
れ
諦
定
t

智
懇

E
の
一
一
一
艇
を
以
て
、

m
m
m
m

の
舵
が
総t
M
U
し
て
凱
飯
ふw郁
t
す
。
問
帆
恕
V
τ
一
必
勝
ま
る
ぽ
V
W



幽
-
，

A
V

舎
の
d
v，
邑
ニ
畠
民
主
ら
い
ま
ん
と

f
b
d
v
-
@
h
h
F
E
q
b
m
Y

晶
ら
も
轟
事
皐
'

陀
'
C
A骨
し
、
其
会
し
た
る
腕
に
如
来
の
高
徳
を
我
有
と
し
て
、
霊
の
貨
質
を
編
は
す
は
智
慈
の
作
用

-
F，
畠

d
v
q
S
A
9
e

信
は
量

M
V

曹
を
ん
菅
島
守
，
‘
，

h

幽
属
岨

F
ふ
‘

a

な
b
.

此
の
定
慧
を
会
し
た
る
作
用
が
卸
も
三
昧
な
b

。
世
骨
骨
は
定
を
以
て
捕
陀
t
A

智
一L
・
智
慧

‘

A
Y

み
岨
再
竃
ん
と

f
b
H
a
-
e
A
4
4
F

提
唱
と
f
A

事

q
w

ヲ
柑
免

g
h
u
v

色
町L
な

を

N
U
τ、
探
陀
の
高
徳
を
我
有
と
し
て
、
自
ら
共
徳
に
満
ち
て
一
切
を
教
化
し
給
ふ
。
震
を
養
ふ
に

‘
問
主
こ

e
-

は
‘
.
骨
色
、
.
恥e
・
宜
%
・
.
，

.. 

書

M
V

え
い
・
5
4
&
'
I

健
'
d
vん
苫
と
同
ん
足
ゐ

例
へ
ば
、
小
児
に
母
乳
を
晴
・
し
め
ば
、
乳
の
中
に
一
切
の
替
養
器
〈
包
含
す
る
が
如
c

、
念
働
三

と
主

q
h
h
r
t
s

す
ぷ
ん
・
4
J

‘
主
主
ん
か

f
L
E
C
ζ
b

い
ぜ
い
量

f
1
2
2

徐
に
依
て
璽
h
v養
へ
ば
、
養
分
悉
〈
包
含
L

て
候
る
こ
と
な
し
。
隠
っ
て
自
己
の
霊
位
が
会
A
T接
謡

t
u
v
p
句
a
v
L
ゅ
，
.
、
行
内V
F
臼
書

h
v
h
'

晶
晶
留
品
'

す
れ
ば
、
一
一
-
臨
時
中
に
種
々
無
盆
の
一
一
切
の
妙
味
乞
味
ふ
こ
之
官
得
ぺ

L
・

郎
作
一
ば
殿
町
蜘
な
る
部
寺
町
蹴
よ
、
腕
館
山

w
a射
践
は
斜
僻
三
艇
を
以
て
街
と
す
。
叫
ん
一
貯
伊
の
歓
戸
川
毅

E
2

弘
M
M
F
B
o
t
h
M
V

刷
f
b
H
b
d
v
t
z
L
h
v
a

す
孟

C
A
4
F
f
A
7
f

伊
ん
f
u
v

司
'

は
れ
て
自
己
の
霊
に
活
き
、
鶴
誕
の
震
格
を
我t
し
て
、
我
紳
に
露
き
人
格
を
作b
、
現
在
を
謹
む

τ
が
繊
の
仰
向
山
附

t
m
m
b
、
臨
腕
貯
の
駿
お
を
似
て
総
翫
ど
し
、
一
磁
の
郎
副
船
主
山
内
に
が
部
@
駁
訟
を
ザ

ん
ζ
t
?

期
せ
ん
.

一
一
七





排

柴

墓

者

木
文
謹
誌

属
医

h
E
E
九
だ
い

u
v
B

ょ
こ

F
h
r
a
F

弔
い
で
ま

4
ん
-
nい
ぜ
い
E

申
あ
凡
せ
い

支
ミ
オ
ヤ
の
無
意
の
大
悲
に
催
ふ
さ
れ
て
、
此
の
土
に
輝
き
出
で
給
ひ
し
弊
祭
壇
者
は
、
安
政
六

個
ん

f
b
つ
に
も
し
も
ふ
さ
の
〈
に
拘
し
ゃ
阻
ん
ょ
っ
し
ゃ
弔
意
ぎ
争
か
へ
い
し
ち
申
う
な
ん
せ
い
う
ち
ま
い
内
事
申
う

年
二
月
二
十
日
下
総
圃
鷲
の
谷
の
念
働
者
山
崎
嘉
平
氏
の
長
男
に
生
を
受
け
給
ふ
。
家
に
在b
て
農

E

は
げ

M
r〈
げ
ふ
こ
申
ょ
う
ね
書

h
v
Z

会
み
だ
そ
ん
《
う
ち
う
害
、
け
ん
あ
こ
が
れ

事
に
働
み
皐
業
を
好
む
こ
さ
世
の
常
な
ら
今
、
十
二
歳
の
時
捕
陀
三
掌
を
空
中
に
想
見
し
て
憧
僚
の

ね
ん
た
つ
ゐ
舟
い
宮
恒
ん
富

h
v
ι

ゆ
っ
け
そ
し
主
寺
ん
そ
ん
=
う
ぜ
ん
じ
ぜ
寺
が
〈
だ
い

V

念
に
堪
へ
令
、
寛
に
明
治
十
二
年
二
十
一
歳
に
し
て
出
家
の
素
志
を
遂
げ
、
近
村
東
漸
寺
の
煩
皐
大

酔
う
し
申
う
巳
ん
し

E

ま
い
よ
E
ゆ
〈
す
晶
じ
か
ん
ほ
か
ぎ
つ
よ
う
が
〈
も
ん
い
そ
が
つ
ら
担
阻
ん
且
つ
智
申
う
ち
う
苧
た

康
上
人
じ
師
事
し
、
毎
夜
熟
睡
三
時
間
心
外
は
雑
用
に
皐
聞
に
忙
し
〈
、
貫
く
に
念
悌
一
行
婁
夜
断

え
即
聞
な
〈
、
棋
院
は
ず
の
引
に
出

r
u
Aれ訟
に
叡
し
た
る
膨
ぷ
を
航
し
、
採
献
は
船
の

u
fに
駅
前
や

ら
う
そ
く

Z

也
且
つ
ぜ
ん
そ
な
も
つ
に
ん
り
者
ぷ
つ
だ
う
し
申
智
辛
う
た
う
た
め
た
ま
っ
ご
さ
い

蟻
燭
を
燈
し
て
悌
前
に
供
へ
、
以
て
そ
の
忍
力
働
運
修
行
に
堪
へ
得
る
や
を
試
し
給
ふ
。
疾
に
一
切

争
申
う
手
く
り
ょ
う
古
う
者
弔
う
い
う
が
〈
竃
ん
ぎ
ん
し
ゃ
う
に
ん
つ
け
ご
ん
ら
-
さ
な
か
ほ
ふ
か
い
〈
わ
ん
ま
い
童
手

経
を
讃
了
し
、
東
京
に
遊
皐
し
て
百
山
上
人
に
就
きτ
華
巌
を
修
め
し
央
ば
に
は
法
界
観
の
三
昧
闘

げ
ι
ぜ
ん
め
い
宮
ね
ん
つ
〈
除
ぎ
ん
こ

B
L

し
ん
ね
ん
且
つ
あ
か
つ
き
け
九
ぷ
ヲ
ま
い
り
ょ
う

1
1

ほ
官
主

t

た
ま

か
に
現
前
し
.
明
治
十
五
年
筑
波
山
に
寵b
て
至
心
念
備
の
暁
に
は
見
悌
三
昧
了
々
さ
接
待
し
給

E

ら
い
寺
よ

a
p
-
-

ヲ
ま
っ
た
且
つ
陪
・
9

書
・
9

担
う
ぜ
か
い
に
ん

E

ん
ぜ
ん
是
か

ふ
。
爾
京
一
皐
一
動
金r
悌
法
に
相
膳
し
、
施
、
戒
、
忍
、
輩
、
棒
、
慧
、
快
〈
る
こ
ぜ
な
〈
、
大

自
-
九



-
J・
一o

-
し
軍
事
巴
品
h
v

宮

'
a
'
L
ι
巴
事
事
切
ら

ζ
-
s
g

ぬ
い
首
侃
ん
厩
ん
芋
う
ら
〈

t
u
b
-
b
a

司
骨
忠

康
上
人
の
意
b
z縫
い
で
五
香
に
新
寺
創
立
を
志
し
明
治
二
十
七
年
本
堂
落
成
仁
蚤
る
ま
で
は
、
雨
漏

あ
怯
ら
苧

k
z
s

し
ぴ
な
せ
ん
か
う
ひ
た
よ
ぜ
い

r
f
れ
阜
が
げ
九
か
ん
か
書
智

h
ら

る
唐
家
に
夜
も
燈
無
り
れ
ば
線
香
の
火
を
頼
b

に
襲
垂
を
揺
き
、
巌
寒
に
も
重
ね
着
せ
や
藁
を
績

・9
Z

ん

t
う
ぜ
ん
ゆ
み
申
う
し
よ
う
み
申
書
た
ま
と
ん

a
，
.
，
寺
・
即
応
ん
り
ん
け
も
晶

ん
で
蒲
凶
さ
な
し
、
超
然
ざ
し
て
勇
猛
じ
稽
名
し
給
ふ
G

建
立
寄
附
も
一
人
一
厘
の
紺
織
さ
しτ

轟
ん
者
ん
あ
ん
智
申
毎
号
也
ひ
ん
舎

A
P
L
申

S
A
V

寺
ひ
か
害
者

L

帯
型
奇
ん
ま
い
ぜ
ん
ぷ

ζ
れ
ほ
舎
こ
書
ら
!

建
涯
を
行
脚
中
若
し
貧
窮
者
に
泡
へ
ば
月
日
重
ね
て
喜
捨
を
積
み
し
金
米
金
部
之
に
施
し
て
夏
に
丸

h
，
ん
g
p

、

!
"
ι
Eん
は
巴
た
ま
み
も
ふ
あ

b
v

也
ち
る
ん
師
向r，
、
書
阻
ん
と
こ
れ
富

w
-い
h
v
a，、
う
巳
九

一
厘
よb
勧
進
を
始
め
給
ふ
。
途
を
踏
む
に
蟻
は
勿
論
若
草
ま
で
も
懇
ろ
に
之
を
避
り
、
大
康
上
U
A

晶

h
v
ι

せ
っ
そ
〈
ぎ
つ
晶
奄
九

4
n
J智
唱
う
い
ふ

f

わ
ね
ん
ぷ
つ
巳
事
担
ょ
た
ま
め
い
宮

の
卦
昔
じ
接
し
て
は
即
座
じ
遁
恩
別
行
じλ
っ
て
不
臥
念
悌
一
百
日
に
及
び
給
ふ
。
明
治
廿
七
八
年

航
r
に
蹴b
て
対
彰
，
緋
〈
猷
の
卸
艇
を
蹴
荊

V
、
ザ
駅
しτは
都
配
に
泌
総
V
W
W際
都
町
制
帽
h
u舵

た
ま
ま
ん
よ
ぷ
あ
童
相
と
め
つ
ぷ
み
辛
う
が
う
ほ
，
こ
し
弔
う

r
I

み
辛
う
』

H
ん
む
す
た
ま
・

M

し
給
ふ
こ
さ
廿
五
高
鈴
部
、
普
〈
米
粒
名
披
を
施
しτ
か
h
F

に
も
一
一
聾
稽
名
の
繰
を
結
び
給
ふ
こ

E
A
J

む
曹
う

t

ん
げ
う

h
A
ひ
Z
h
，
た
め
曹
う
ね
ん
肱

&
3
4ん

t
障
を

τ
ら
れ
い

f
・3

こ

Z

は
わ

g
L
、
‘
げ

乞
貨
に
無
数
、
難
化
の
有
線
一
入
の
矯
に
も
数
年
方
便
し
て
猶
措
か
今
、
寺
の
撞
過
を
僻
b

態
A
T下

t
A
.
4申
よ
骨
か
〈
抑
ん
げ
担
九
・

2
・
よ
書

b
u
t
s

ひ
ん
L

帯
事
置
づ
た
う

E
つ
4

唱
う
し
た
智

男
室
に
夜
を
明
し
て
動
化
の
級
を
求
め
.
夜
寒
の
町
に
貧
者
を
訪
れ
て
は
嘗
日
供
養
を
う
り
し
下
着

且
あ
た
に
よ
ら
い
だ
い
ひ
ょ
喜
こ
た
ま
ひ
『
柄
己
と
で
ん
だ
う
っ
か
い
喜
捨
う
も
う

b
づ
か

を
股
ぎ
典
へ
τ
如
来
の
大
悲
を
喜
び
あ
ひ
給
ふ
o
E

毎
夜
毎
の
偉
道
に
疲
れ
し
色
も
な
〈
忙
中
仁
僅

ひ
量
拘
に
よ
ら

L
V
a
e
ん
f
・
、
け
も
げ
お
ふ
み
ふ
晴
、
怯
こ
あ
セ
ち

r

品
し
づ
，
、
い
く
ま
い

の
闘
を
待
て
は
如
来
の
骨
骨
像
激
化
の
御
文
に
隼
を
運
び
、
汗
血
の
じ
じ
む
慈
悲
の
雫
が
幾
千
枚
、
そ



陸
主
L
P
酔
阻
こ
さ
ん
、
，
、
i
n
-
-
う
書
ι
r
ζ
ん
M
r
く
亀
品
事
官
'
"
'
っ
す
う
ま
ん
ぶ
ん
し
ょ
す
き
車

ι
h

い
は
い
'

の
智
識
の
金
は
悉
く
脅
堂
の
創
建
三
な
h

皐
国
的
創
立
さ
な
り
最
高
の
文
書
数
十
寓
の
稽
拝
儀
の

ぜ
置
九
あ
た
ま
し
〈
ょ
た
〈
う
内
よ
く

t
っ
た
か
い
た

Z
こ
ろ

Z
Oな
ぜ
っ
陪
ふ
だ
τ
?
-
フ
し
ょ
ふ
ヒ
ゆ
司

-
3

拍
ん
官
ゆ
ヲ
E
ゅ
ん
f
ゃ
.
，

施
ギ
に
充
て
給
ふ
。
食
卓
の
上
潜
室
の
中
至
る
所
皆
説
法
の
道
場
に

τ

、
一
所
不
住
の
年
中
巡
敬

苫
〈
か
ん
ご
く
拍
つ
に
も
寺
う
申
う
あ
ひ
だ
し
ゅ
〈
し
よ
拍
ん
し
t
d
r
・
-
こ
ん
し
ょ
ぜ
寺
寺
凡
だ
い
〈
わ
が
く
い
た
し

極
寒
極
熱
一
日
の
休
養
も
な
き
聞
に
宿
所
の
縁
に
随
つ
て
は
古
今
の
書
籍
抵
代
科
皐
に
至
る
ま
で
孜

L
寺
は
た
ま
ま
た
車
き
た
揖
ん
か
〈
チ
っ
し
ょ
Z
う
し
よ
宮
こ

Z

晶
、
，
L
申
ヲ
は
・

3
4
ん

々
ぎ
し
て
研
め
給
ひ
叉
童
、
歌
、
音
楽
、
五
筆
の
書
等
諸
技
悉
〈
剥
生
の
方
便
な
ら
ざ
る
な
し
。

品
h
v
白
骨
量
う
ち
-
O
H

ん
y
I

ふ
し
ゃ
目
当
寺
和
の
づ
か
し
ゃ
う
み
?
?
陸
予
あ
ぴ
だ
ぜ
っ
峰
ふ
あ
ら
す
官
、
，
、

鷺
臆
内
に
満
ち
て
、
念
h
T
不
捨
寝
息
ま
で
自
ら
栴
名
す
る
程
な

b

し
聞
に
も
説
法
に
非
れ
ば
讃

し
ょ
で
〈
し
よ
あ

'
i
Zぎ
か
も
申
t
つ
τ
ん
〈
わ
う
晶
ん
な
な
す
ヨ
た
ま
事
つ
ま

書
、
讃
書
に
非
れ
ば
書
き
物
、
賃
に
一
寸
の
光
陰
込
矯
す
ニ
さ
・
無
〈
し
て
過
し
給
ふ
こ
さ
な
(
、
集

る
町
民
ぽ
こ
軒
町
(
拡
の
彫
に
町
内
へ
て
客
船
一
艇
を
も
薪
し
て
そ
の
誌
に
駅
献
金
智
き
ヂ
。

吉
しV
Z

寺
書
い
ご
こ
ろ
ぷ
宮
古
ぷ
つ
害
弔
・

3

曹
ん
げ
骨
桔
A
f
?
'
E
辛
う
せ
つ

t
c
a
e

ん
だ
H

一
切
の
時
一
切
の
庭
、
た
Y

こ
れ
悌
作
悌
行
、
寸
隙
な
き
そ
の
御
行
般
に
接
し
て
は
始
め
隼
大
に

か
ま
ひ

Z

み
な
く
ぎ
や
フ
そ
を
し
内
n
h
r
づ
し
ょ

ι

う
も
ち
ろ
ん
や
そ
け
う
惜
〈
L
い
た
ほ
ヨ

構
へ
し
人
も
骨
恭
敬
し
て
其
の
殺
に
額
か
ざ
る
な
(
、
諸
宗
は
勿
論
耶
蘇
教
の
牧
師
に
至
る
ま
で
接

L
A
-
-
ん
い
.
し
ゅ
ぜ
う
た
玄
〈

h
う
み
辛
う
し
申
F

ひ
か
恰
九
み
ん
か
ふ
む
さ
こ
ろ
阻
ん
よ

3

ま
い
引
〈
ち
さ
か
ん

心
し
て
そ
の
門
に
入
る
。
首
唱
し
給
ふ
光
明
主
義
の
光
り
高
民
に
被
る
所
、
念
悌
三
昧
各
地
に
盛

脂
こ
な
に
ふ
し
ん
智
辛
う
ピ
弔
い
〈
車
内
み
な
よ
さ

λ
1

ち
f
3
3
事
ん
か
九
者
ヰ
フ
ヒ
ん
品
ら
い
書
い
f
h
ド
九
菅
帝
う

.
t

に
行
は
れ
λ
信
の
行
者
幾
高
皆
悉
〈
値
過
の
御
恩
を
戚
泣
し
て
轟
未
来
際
の
願
行
に
奮
ひ
立
つ

た
い
せ
う
阻
ん
ふ
ぶ
き

-
a

ほ
〈
-
n
つ
よ
さ
な
み
し
く
打
ん
げ
れ
ん
ぴ
指
品
こ
品
目

J

に
よ
ら
い

越
え
て
大
正
九
年
吹
雲
に
夏
〈
る
北
越
の
夜
寒
身
仁
泌h
u齢
制
化
の
旗
仁
老
ハ
ー
の
御
聾
に
壷
き
ぬ
如
来

ー
ー

一ー. 
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指

E

砂
っ
た
書

h
V
3

ま
い
轟
と
が
ら
し
か

t
h

伊L
b
g
曹
み
も
ぴ
た

t
f
h
V
9

か
ぜ
ん
げ
た
亀

の
御
慈
悲
を
偉
へ
て
最
後
の
三
昧
曾
を
木
枯
悲
し
き
柏
崎
仁
導
か
れ
給
ひ
し
十
二
月
四
日
蓮
化
し
給

ふ
。あ

ふ
相
事
ん
み
な
い
し
よ
う
は
な
怯
'
掛
か
げ
い

a
'
t
た
か
う
だ
い
ぜ
ん
ぷ
九
杏
む
よ
・
'
h
u
F

ち
か
ら
む
書
し
宇
多
巴

ι

あ
ら
は
た
竃

仰
ぎ
惟
れ
ば
内
鐙
甚
だ
深
(
外
用
亦
慶
大
に
金
分
度
生
の
無
我
の
力
が
無
作
の
精
進
に
顕
れ
給

4
A
白
い
ぜ
い
E

申
コ

ι

申
う
に
よ
ら
い

4

伯
母
み
や
う
絡
ん
白
い
量

L
t

た
れ
だ
い
じ
ひ
品

h
v帽
・
一
ヲ

ふ
枇
併
発
盈
者
の
御
一
生
は
、
如
来
光
明
の
さ
な
が
ら
の
反
映
に
在
せ
ば
、
誰
か
大
慈
悲
の
蜜
聴
を

あ
ふ
た
れ
〈
わ
う
み
唱
う
せ
つ
げ
し
ん

仰
が
ぎ
ら
む
。
誰
か
光
明
の
観
化
を
信
壱
ぎ
ら
む
。



後

記

本
年
は
「
現
代
の
釈
尊
」
と
仰
ぐ
大
恩
師
父
悌
陀
縛
那
弁
栄
聖
者
が
大
正
五
年
六
月
、
浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
に
於
て
夏
安
居

と
高
等
講
習
会
併
聞
の
湖
、
「
宗
祖
の
皮
髄
」
と
題
し
て
講
述
せ
ら
れ
て
よ
り
満
四
十
周
年
に
当
る
の
で
之
を
記
念
し
て
戒
浄
上

人
相
伝
本
を
底
本
と
し
、
之
に
其
の
後
改
版
の
一
立
同
社
本
、
ミ
オ
ヤ
の
光
社
本
、
観
照
新
聞
社
本
を
対
校
し
て
、
斯
に
本
書
を
刊

行
し
た
次
第
で
あ
る
。

本
書
の
校
合
に
当
つ
て
は
、
相
伝
本
の
原
形
を
遺
存
す
る
事
に
努
め
た
が
、
何
分
共
御
自
筆
の
稿
本
が
発
見
出
来
ぬ
た
め
、
異

文
や
明
か
に
誤
植
と
思
わ
れ
る
も
の
等
は
出
来
る
限
り
慎
重
に
之
を
修
正
統

4

す
る
事
に
意
を
配
し
、
諸
本
の
異
同
は
紙
面
の
関

係
上
、
之
を
列
記
す
る
事
を
控
え
た
。

世
上
往
々
、
そ
の
か
み
の
「
大
原
談
義
-
に
比
す
る
此
の
高
等
講
習
会
は
、
初
め
聖
者
の
講
師
任
命
の
発
表
あ
る
や
異
論
頗
る

多
く
、
意
々
の
嵐
の
中
に
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
内
霊
応
に
充
ち
給
う
聖
者
の
憲
行
双
絶
の
法
措
掴
蔵
よ
り
送
り
出
ず
る
講
説

に
、
遂
に
喧
々
の
叫
び
は
化
し
て
渇
仰
の
歎
声
と
変
じ
、
衆
議
-
決
、
後
世
の
た
め
之
を
筆
録
す
る
事
と
な
っ
た
。
其
の
講
録
が

後
に
聖
者
御
自
ら
筆
を
執
っ
て
東
西
遊
履
の
傍
ら
添
削
さ
れ
た
も
の
が
、
魯
魚
の
校
正
漸
く
終
り
関
係
者
に
依
っ
て
印
行
せ
ら
れ

た
の
は
そ
の
年
の
暮
で
あ
っ
て
、
之
を
初
版
本
と
な
し
、
京
都
一
音
社
刊
の
菊
版
の
も
の
で
あ
る
。

此
の
巻
頭
、
聖
者
自
画
自
賛
の
「
親
縁
の
図
」
あ
り
、
そ
の
裏
面
に
聖
者
自
筆
の
悲
心
徹
閣
の
語
要
が
あ
っ
て
種
々
の
口
伝
と

共
に
戒
浄
上
人
に
付
属
さ
れ
た
も
の
が
、
斯
に
所
謂
相
伝
本
で
あ
る
。
此
を
要
す
る
に
、
「
安
心
起
行
の
形
式
」
は
之
を
重
ん
ず

る
と
共
に
「
起
行
の
用
心
」
を
そ
の
婦
属
と
せ
ず
、
「
安
心
起
行
の
形
式
」
と
「
起
行
の
用
心
」
と
を
判
然
と
区
別
し
て
、
前
者

よ
り
進
ん
で
更
に
後
者
を
大
切
な
り
と
す
る
円
具
光
明
法
門
の
K

よ
り
見
て
、
此
の
御
垂
示
は
実
に
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
て
、
今

そ
の
行
の
配
り
、
振
仮
名
等
す
べ
て
御
肉
筆
に
準
じ
て
収
載
し
た
所
以
で
あ
る
。

一一一
一ー
一



一
二
回

尚
文
、
ミ
オ
ヤ
の
光
社
本
、
観
照
新
聞
社
本
に
割
愛
さ
れ
て
い
る
本
説
第
二
の
「
教
祖
霊
的
人
格
の
実
質
」
は
、
夫
の
有
名
な

「
釈
尊
の
三
相
五
徳
」
に
関
す
る
御
説
示
で
あ
り
、
聖
者
の
幽
玄
深
遠
に
し
て
内
鑑
冷
然
た
る
同
一
無
量
光
寿
な
る
弥
陀
三
味
の

奥
底
よ
り
開
聞
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
正
に
古
今
未
曽
有
の
妙
釈
と
仰
ぐ
ベ
く
、
吾
人
は
此
の
御
示
教
を
通
じ
て
須
ら
く
「
宗

祖
の
皮
髄
」
は
即
ち
信
念
上
「
教
祖
の
皮
髄
」
と
同
一
直
線
上
の
も
の
と
し
て
所
調
理
感
二
性
を
統
一
調
和
し
た
円
具
教
光
明
主

義
の
本
質
立
義
に
直
到
す
可
き
を
思
う
の
で
あ
る
。

尤
も
、
一
音
社
本
に
は
何
版
で
あ
れ
、
先
に
宗
務
所
等
に
抗
議
の
先
頭
に
立
っ
た
時
の
知
思
院
法
教
科
長
井
上
(
後
に
漆
間
)

徳
定
師
の
随
喜
溢
る
る
敏
文
が
添
え
ら
れ
で
あ
る
が
、
今
は
之
・
を
省
い
た
。

真
に
、
聖
者
は
一
一
般
傍
教
学
上
よ
り
は
申
す
に
及
ば
ず
、
浄
土
教
学
者
と
し
て
も
全
く
超
一
流
、
一
頭
地
を
抜
い
て
燦
然
と
し

て
輝
き
給
い
、
過
去
幾
世
代
に
亘
る
浄
土
教
学
上
の
一
大
疑
団
を
本
書
に
於
て
一
万
両
断
の
下
に
決
択
せ
ら
れ
、
浄
土
学
研
究
上

一
新
紀
元
を
劃
さ
れ
た
。
然
し
、
其
の
超
勝
独
妙
の
御
慈
教
は
須
ら
く
「
衆
生
念
傍
悌
還
念
」
の
真
修
裡
中
に
読
書
百
遍
、
初
め

て
教
祖
釈
尊
即
導
空
二
祖
の
真
精
神
に
直
参
す
る
を
得
可
く
、
斯
に
相
共
に
携
え
て
真
実
一
路
霊
性
を
開
発
し
、
「
果
満
覚
王
独

了
々
」
の
王
三
味
を
発
得
し
乃
至
成
併
せ
ん
事
を
糞
求
し
て
止
ま
ぬ
も
の
で
あ
る
。

と
は
申
せ
、
浅
学
非
才
に
し
て
信
外
軽
ち
の
吾
等
、
本
書
刊
行
の
各
般
に
百
一
っ
て
粗
家
の
点
多
々
あ
る
を
憧
れ
る
。
併
し
、
国

よ
り
之
れ
斯
教
宣
揚
の
微
悦
に
出
ず
る
も
の
、
折
角
諸
先
輩
の
御
叱
正
と
御
指
示
を
賜
れ
ば
、
幸
甚
之
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い
。

昭
和
一
三
十
一
年
十
二
月
四
日

善

孝

識



覆
刻
に
際
し
て

今
年
は
師
父
聖
者
の
御
高
足
笹
本
戒
浄
上
人
の
五
十
回
忌
、
又
田
中
木
叉

K

人
の
十
三
回
忌
正
当
の
記
念
す
ベ

き
年
で
あ
る
の
で
、
聖
者
御
遺
文
『
宗
祖
の
皮
髄
』
を
覆
刻
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
後
発
見
さ
れ
た
誤
植
は
今

回
こ
れ
を
訂
正
し
た
。

な
お
、
聖
堂
教
学
部
に
お
い
て
は
現
在
『
宗
祖
の
皮
髄
』
の
諸
刊
本
の
本
格
的
校
合
に
努
め
て
い
る
の
で
、
伺

れ
そ
の
作
業
終
了
の
暁
は
決
定
版
刊
行
の
予
定
で
あ
る
。

昭
和
六
十
一
年
二
月
二
十
日
(
聖
者
御
降
誕
聖
日
)

善

孝

-
-
一-
a
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